
 
 

令和４年２月定例会 一般質問通告要旨 
 
順番 ２ 

質 問 議 員 名 渡邉 葉子 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者

１ コロナ禍にお

ける学習環境の

現状と課題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大はいまだ収束がみえない状況に

あります。長期にわたるコロナ禍において、学校行事の中止・縮小は

非認知能力や生活習慣に影響を与え、度重なる休校や部活動中止等に

よる学力・体力の低下も懸念されるところです。 

加えて、令和 2 年度より導入された「GIGA スクール構想」による

一人 1 台の情報端末整備等により日本の教育は大きな変化の中にあ

ります。 

「Society5.0 の実現にむけた政策」の柱の一つは「一人ひとりの多

様な幸せと課題解決への挑戦を実現する教育・人材育成」となってお

ります。実際の教育の現場に於いて「一人ひとりの多様」性にあわせ

た「学習機会の保障」や「学びの個別最適化」は進んでいるのでしょ

うか。元々は教育現場での ICT 化を進めるための政策であったもの

が、コロナ禍により前倒しされ、現段階では学習保障の側面が強くな

っております。 

ICT 活用に於いては学校間・教師間での格差もあると聞いておりま

す。図らずもウィズコロナという状況にある現在、人との結びつきや

心の大切さやメンタルヘルス等再認識しつつ、従来型教育とオンライ

ン教育の融合性を高める必要があるかと思います。 

コロナ禍において ICT 化もより良い形で進めながら子ども達の健

やかな発達と学習機会が守れますことを願い質問致します。 

 

（１） 本年度、コロナ禍に起因する休校数・休校日数と休校の判 

断基準は。 

 

（２） コロナ禍に起因する不安欠席児童・生徒の実数と対応はど 

うであったか。 

 

（３） 休校、休業時における児童・生徒への対応について 

 

① 学習面、生活習慣面での具体的な対応は。 

 

  ② オンライン授業の実施はあったか。（実施頻度・内容） 

 

  ③ 今後に向けての課題は何か。 

 

  ④ 発達障害・2E 児等への対応に ICT は活かされているか。 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


